
各取組の⽬的・実施状況と来事務年度以降の課題
本プロジェクトでは、コンプライアンス・内部統制が実質的に機能し、常に国⺠の皆様の視点に⽴って時代にふさわしい仕事の
やり⽅や働き⽅ができ、⾼い価値を社会に提供できる組織⾵⼟を創り上げるため、
・ コンプライアンスの確保に向けた取組のみならず、
・ 組織理念の確認・共有、⼈材育成、働き⽅改⾰・業務効率化、省内外のコミュニケーション向上のための取組
を進めてきました。
以下では、各取組（１ ６）について、⽬的、今事務年度の実施状況、来事務年度以降の課題を整理しています。
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組織理念の明確化・明⽂化のプロセス
平成30年 10⽉
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３⽉

４⽉

令和元年 ５⽉
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財務省再⽣プロジェクトに関する意⾒交換会（財務省本省、財務局）

「進捗報告」において、財務省の組織理念（本部案）を提⽰

再⽣プロジェクト本部において、意⾒交換会における意⾒を整理の上、組織理念案等を検討

幹部職員で組織理念案等について議論

本報告において、組織理念を明確化・明⽂化

約2,300名の職員が参加
（うち約370名が秋池参与が進⾏役となる意⾒交換会に参加）

幹部職員同⼠で率直な意⾒を述べ合い、認識・理解を共有
※総務課長クラスで計４回開催。

※局長・次長・審議官クラスは３グループに分かれて議論し、計12回開催。

※全ての議論に秋池参与が参加。

※秋池参与と事務局で整理・検討を実施。
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財務省の組織理念

国⺠、納税者、更には、将来世代の視点に⽴って、広く社会の持続可能性を追求し、
適正・公平な⾏政を⾏う組織。
様々な関係者と協働して質の⾼い政策を作り上げ、地域社会を含め、⽇本と世界の
課題解決に貢献する組織。
多様な職員⼀⼈⼀⼈を⼤切にし、チームワークで⾼い成果を上げる、⾵通しが良く、
効率的で実⾏⼒の⾼い組織。

組織として
⽬指す姿

⾏動規範
国⺠全体の奉仕者として、誇り
と使命感を持って、法令に則り
公正かつ誠実に職務を遂⾏し
ます。遂⾏した職務について
しっかりと説明します。

公正と誠実

⾃らの意⾒を⾃由闊達に述べ、
他者の意⾒に謙虚に⽿を傾け
ます。誤りは躊躇なく正し、良い
意⾒を積極的に取り⼊れます。

⾵通しと柔軟性

常に学び続ける姿勢をもって⾃
らの能⼒を向上させ、創意⼯
夫に努めます。困難に直⾯して
も粘り強く取り組みます。

研鑽と挑戦

財務省の
使命

国の信⽤を守り、希望ある社会を次世代に引き継ぐ。

納税者としての国⺠の視点に⽴ち、効率的かつ透明性の⾼い⾏政を⾏い、国の財務を総合的
に管理運営することにより、広く国の信⽤を守り、健全で活⼒ある経済及び安⼼で豊かな社会を
実現するとともに、世界経済の安定的発展に貢献して、希望ある社会を次世代に引き継ぐこと。
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